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一農山村住民の成人健康診査受診状況と医療受療状況の関連
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渡辺 能行

　成人健康診査受診と医療受療の関連を明らかにするために，京都府下の一農村の国民健康保険加入者で30

歳以上の男性1,198人，女性1,247人を対象として，1983～94年の成人健康診査の受診状況と，89～94年の国

保の診療報酬明細書に基づいた医療機関受療状況との関連を解析した。

　89～94年の観察期間中に男性104人，女性95人が死亡した。男女ともに70歳以上では健診を受診していな

かった者の累積死亡率が高かったが，医療受療状況に差はみられなかった。

　94年まで生存していた者では，男女ともに83～88年の健診受診回数の多いほど外来診療実日数および外来

総医療費が多く，女性ては89～94年の健診についても健診受診回数が多いほど同様に医療受療状況が多かっ

た。一方，89～94年の健診受診者群では高血圧の者，現在喫煙者，現在飲酒者が非受診者群より少なかった

ので，健診受診者群は慢性疾患のリスクが低いと思われた。したがって，健診をよく受診する者は慢性疾患

の罹患またはそのリスクが少ないにもかかわらず医療受療が多いと考えられた。
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